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改
正
収
益
認
識
基
準
、開
示
２
基
準
、

連
結
納
税
見
直
し
対
応
、公
表
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
３
月
27
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
２
８
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
が
３
月
30
日
に
公
表
し

た
資
料
等
に
よ
る
と
、
主
な
審
議
事

項
は
次
の
と
お
り
。

開
示
に
関
す
る
収
益
認
識
基
準

開
示
に
関
す
る
収
益
認
識
基
準
の

再
公
開
草
案
の
必
要
性
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
公
表
議
決
が
行
わ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
事
務
局
は
「
今
後
の

状
況
に
よ
っ
て
、
適
用
時
期
な
ど
緊

急
的
な
対
応
を
は
か
る
可
能
性
は
あ

る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

委
員
全
員
の
賛
成
で
公
表
議
決

さ
れ
た
（
３
月
31
日
公
表
。
改

正
企
業
会
計
基
準
29
号
「
収
益

認
識
に
関
す
る
会
計
基
準
」
等

はh
ttps://w

w
w
.asb.or.jp/

jp/accou
n
tin
g_stan

dards/
acco

u
n
tin
g
_stan

d
ard

s/
y2020/2020-0331-01.htm

l

参
照
）。

見
積
り
開
示
基
準
・
会
計
方
針
開

示
等
会
計
基
準

見
積
り
開
示
基
準
お
よ
び
会
計
方

針
開
示
等
会
計
基
準
の
再
公
開
草
案

の
必
要
性
等
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
公
表
議
決
が
行
わ
れ
た
。

委
員
全
員
の
賛
成
で
そ
れ
ぞ
れ
公
表

議
決
さ
れ
た（
３
月
31
日
公
表
。企
業
会

計
基
準
31
号
「
会
計
上
の
見
積
り
の
開

示
に
関
す
る
会
計
基
準
」
はhttps://

w
w
w
.asb.or.jp/jp/accounting_

stan
d
ard

s/acco
u
n
tin
g
_

standards/y2020/2020-0331-
02.htm

l

参
照
、
改
正
企
業
会
計
基

準
24
号
「
会
計
方
針
の
開
示
、
会
計

上
の
変
更
及
び
誤
謬
の
訂
正
に
関
す
る

会
計
基
準
」
はhttps://w

w
w
.asb.

or.jp/jp/accounting_standards/
acco

u
n
tin
g
_stan

d
ard

s/
y2020/2020-0331-03.htm

l

参

照
）。

連
結
納
税
制
度
の
見
直
し
へ
の
対
応

連
結
納
税
制
度
の
見
直
し
の
対
応

に
関
す
る
実
務
対
応
報
告
の
公
開
草

案
に
つ
い
て
、
委
員
全
員
の
賛
成
で

公
表
議
決
さ
れ
た（
３
月
31
日
公
表
。

実
務
対
応
報
告
39
号
「
連
結
納
税
制

度
か
ら
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
へ
の
移

行
に
係
る
税
効
果
会
計
の
適
用
に
関

す
る
取
扱
い
」
はhttps://w

w
w
.

asb
.o
r.jp
/jp
/acco

u
n
tin
g_

standards/practical_solution/
y2020/2020-0331-04.htm

l

参

照
）。

時
価
算
定
基
準
公
表
に
伴
う
改
正
会

計
規
、公
布
─
法
務
省

法
　
　
務

去
る
３
月
31
日
、
法
務
省
は
「
会

社
計
算
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
」
を
公
布
し
た
。

本
改
正
は
、
企
業
会
計
基
準
30
号

「
時
価
の
算
定
に
関
す
る
会
計
基
準
」

等
の
公
表
を
受
け
た
も
の
。「
金
融

商
品
に
関
す
る
注
記
」（
109
条
）
に

つ
い
て
、「
金
融
商
品
の
時
価
の
適

切
な
区
分
ご
と
の
内
訳
等
に
関
す
る

事
項
」
を
注
記
す
る
旨
が
追
記
さ
れ

た
。
連
結
計
算
書
類
を
作
成
す
る
必

要
の
な
い
株
式
会
社
は
、
こ
の
注
記

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
省
令
は
、
２
０
２
１
年
４
月

１
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に

係
る
（
連
結
）
計
算
書
類
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
２
０
２
０

年
３
月
31
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業

年
度
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
適

用
が
可
能
で
あ
る
。

国
際
会
計

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号「
金
融
商
品
」と
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
通
知
、公
表

─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

去
る
３
月
27
日
、
国
際
会
計
基
準

審
議
会
（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
９
号
「
金
融
商
品
」
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
通
知

を
公
表
し
た
。

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
不
確

実
性
を
念
頭
に
置
い
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９

号
の
予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル
の
適
用

方
法
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
は
、
認
識
さ
れ
る

べ
き
予
想
信
用
損
失
の
額
を
計
算
す

る
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
定
め

て
お
り
、
金
融
資
産
に
関
す
る
信
用

損
失
の
著
し
い
増
加
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
全
期
間
に
わ
た
る
予
想
信
用

損
失
を
認
識
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
は
、
状
況
に
応
じ

た
判
断
を
求
め
る
と
と
も
に
、
異
な

る
環
境
に
お
い
て
は
予
想
信
用
損
失

を
計
算
す
る
た
め
の
方
法
を
調
整
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
考
慮
し
た

現
状
で
は
、
従
来
か
ら
使
用
さ
れ

て
き
た
方
法
が
も
は
や
適
切
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号

に
お
け
る
信
用
損
失
の
著
し
い
増
加

の
有
無
を
見
定
め
る
た
め
、
お
よ
び

予
想
信
用
損
失
額
を
計
算
す
る
た
め

に
、
不
当
な
コ
ス
ト
や
労
力
を
伴
う

こ
と
の
な
い
範
囲
で
、
合
理
的
で
裏

づ
け
の
あ
る
情
報
を
利
用
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

現
時
点
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
お
よ
び
各
国
政
府
に
よ

る
対
応
の
影
響
を
合
理
的
で
裏
づ
け

の
あ
る
情
報
に
よ
り
会
計
処
理
に
織

り
込
む
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
経
済
的
状
況
の
変
化

は
、
マ
ク
ロ
指
標
な
ど
を
通
じ
て
織

り
込
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
織
り
込
み
方
が
で
き
な
い
よ
う

な
場
合
に
は
、
現
在
の
計
算
式
を
変

更
す
る
か
調
整
す
べ
き
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
に
関
連
し

た
開
示
を
と
お
し
て
も
透
明
性
の
あ

る
情
報
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
。
さ

ら
に
各
国
の
規
制
機
関
が
本
件
に
関

す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
公
表
し
て
い
る

た
め
、
そ
れ
ら
も
参
照
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
世
界
中
が

パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
て
い
る
現
在
、

日
本
株
式
市
場
で
は
、
別
の
新
型
ウ

イ
ル
ス
の
脅
威
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
株
価
急
落
に
よ
り
無
症
状
感

染
者
の
発
症
例
が
報
告
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
超
有
名
作
詞
家
の
発
症

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
型
ウ

イ
ル
ス
は
、
強
制
行
使
ウ
イ
ル
ス
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
…
と
い
う
調
子
で

書
い
た
ら
、
編
集
か
ら
「
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
だ
か
ら
だ
め
だ
」
と
い
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、前
回
は「
ト
ー

ン
」に
あ
わ
な
い
と
い
う
理
由
だ
っ
た
。

今
回
は
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
」
だ
。
い
っ

た
い
ど
う
い
う
理
由
で
、
却
下
さ
れ

る
の
か
予
測
不
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
、

こ
ん
な
愚
痴
み
た
い
な
こ
と
を
書
い
て

い
る
の
か
？

そ
れ
は
ね
…
新
し
い
ネ
タ
を
探
す

時
間
が
な
い
か
ら
、
も
と
の
原
稿
を

書
き
直
す
こ
と
に
し
た
わ
け
だ
が
、

面
白
い
部
分
を
す
べ
て
削
っ
て
し
ま

い
、
字
数
が
足
り
な
く
て
困
っ
て
い
る

か
ら
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
＊

KeyHolder

が
発
行
し
た
新
株
予

約
権
に
付
随
し
て
い
る
強
制
行
使
条

項
を
紹
介
す
る
。

〇
第
１
回
新
株
予
約
権

【
行
使
対
象
株
数
】　
１
、１
５
０
万
株

【
行
使
価
額
】　
１
３
０
円

【
ト
リ
ガ
ー
価
格
】　
65
円

【
行
使
期
間
】　
２
０
１
６
年
７
月

　
20
日
か
ら
２
０
２
１
年
７
月
19
日

【
割
当
先
】　

発
行
会
社
・
そ
の
子

会
社
と
孫
会
社
の
取
締
役
お
よ

び
従
業
員
22
名

【
強
制
行
使
条
項
】　
株
価
が
ト
リ

ガ
ー
価
格
に
達
す
る
と
、
１
カ

月
以
内
に
権
利
行
使
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
第
２
回
新
株
予
約
権

【
行
使
対
象
株
数
】　
３
、２
０
３
万
株

【
行
使
価
額
】　
１
２
５
円

【
ト
リ
ガ
ー
価
格
】　
62
・
５
円

【
行
使
期
間
】　
２
０
１
８
年
７
月

　
24
日
か
ら
２
０
２
８
年
７
月
23
日

【
割
当
先
】　
秋
元
康
氏
ほ
か
２
名

【
強
制
行
使
条
項
】　
株
価
が
ト
リ

ガ
ー
価
格
に
達
す
る
と
、
行
使

期
間
満
期
ま
で
に
権
利
行
使
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
解
説
】　

今
回
、
ど
ち
ら
も
２
月

28
日
に
ト
リ
ガ
ー
価
格
に
達
し
た
た

め
、
第
１
回
新
株
予
約
権
は
４
月
１

日
ま
で
に
、
第
２
回
新
株
予
約
権
は

２
０
２
８
年
７
月
23
日
ま
で
に
行
使

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

株
価
が
ト
リ
ガ
ー
価
格
ま
で
下
が
る

と
、
予
約
権
保
有
者
は
そ
の
２
倍
の

価
格
で
新
株
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
＊

こ
れ
以
外
に
も
強
制
行
使
条
項
が

つ
い
た
新
株
予
約
権
の
発
行
事
例
が

あ
る
。
い
ず
れ
の
強
制
行
使
条
項
も

似
通
っ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
特
徴

は
次
の
と
お
り
。

〇
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン
と
し

て
上
場
会
社
が
発
行
す
る
新
株

予
約
権
に
付
随
し
て
い
る
。

〇
強
制
行
使
条
項
は
、
下
方
に
設

定
さ
れ
た
ト
リ
ガ
ー
価
格
を
株

価
が
下
回
る
と
発
動
さ
れ
る
。

〇
新
株
予
約
権
の
割
当
先
と
な
る

の
は
、
発
行
会
社
の
取
締
役
・

従
業
員
と
な
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
ま
れ
に
、
関
係
取

引
先
と
し
て
外
部
の
人
間
が
割

当
先
に
な
る
。

〇
発
行
さ
れ
る
新
株
予
約
権
は
有

償
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン

と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
割
当
先
は
、
時
価
で

新
株
予
約
権
を
購
入
す
る
必
要

が
あ
る
。
強
制
行
使
条
項
を
付

け
る
こ
と
で
、
新
株
予
約
権
の

価
格
を
下
げ
て
い
る
。

強
制
行
使

投
資
の
ハ
ナ
シ

裏
　
表

　

 

三
田　

哉

金
　
　
融

経
済
対
策
に
必
要
な
財
政
支
出
規
模

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
拡
大
に
対
す

る
、
金
融
政
策
に
よ
る
具
体
的
な
対

策
が
、
３
月
16
日
の
金
融
政
策
決
定

会
合
で
示
さ
れ
た
。
マ
ク
ロ
経
済
の

視
点
か
ら
の
財
政
政
策
に
よ
る
対
策

も
必
要
で
、
政
府
に
よ
る
策
定
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

自
民
党
は
、
経
済
対
策
に
関
す
る

提
言
書
を
安
倍
首
相
に
提
出
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
事
業
規
模
60
兆
円
、

国
の
財
政
支
出
20
兆
円
規
模
の
実
現

を
目
指
し
た
案
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
な
か
に
消
費
税
率
５
％
減
税
分
に

相
当
す
る
約
10
兆
円
を
上
回
る
給
付

措
置
も
含
ま
れ
て
い
る
。

今
回
の
提
言
で
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
時
に
比
べ
て
今
回
の
状
況

は
格
段
に
厳
し
く
、
当
時
を
上
回
る

対
策
が
必
要
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
財
政
支
出
の
規
模
で

は
足
り
な
い
と
の
声
も
あ
る
。

今
回
の
対
策
を
第
１
弾
と
み
れ
ば

追
加
対
策
が
出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
緊
急
性
を
考
え
れ
ば
最
初
か

ら
規
模
を
大
き
く
す
べ
き
と
の
意
見

も
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
回
の
感

染
症
拡
大
の
影
響
が
現
れ
る
前
の
落

込
み
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
と
の

見
方
も
あ
る
。

昨
年
10
～
12
月
期
の
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
問
題
の
影
響
を

受
け
る
前
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
（
需
要

不
足
）
は
、
内
閣
府
の
試
算
に
よ
る

と
７
兆
５
、０
０
０
億
円
で
、
同
時

期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
次
速
報
値
は
、
前
期

比
・
年
率
換
算
で
マ
イ
ナ
ス
７
・
１
％

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
。
総
需
要
の

う
ち
、
今
回
は
民
間
設
備
投
資
と
個

人
消
費
が
落
ち
込
ん
で
い
る
た
め
、

そ
の
分
を
政
府
支
出
で
補
う
に
は
少

な
く
と
も
事
業
規
模
で
は
な
く
財
政

支
出
だ
け
で
50
兆
円
規
模
が
必
要
と

い
う
指
摘
も
あ
る
。

消
費
税
率
５
％
減
税
分
を
現
金
給

付
や
ク
ー
ポ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
発
行
な

ど
で
給
付
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
税
率
を
５
％
引
き
下
げ
る
ほ

う
が
早
く
、
手
続
も
簡
潔
に
実
行
で

き
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
最
優
先
の

政
策
は
、
提
言
に
あ
る
よ
う
に
中
小

企
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む
小
規

模
事
業
者
の
資
金
繰
り
支
援
で
あ

り
、
緊
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
中
長
期
の
政
策
に
つ
い
て

も
、
迅
速
か
つ
大
規
模
な
実
行
が
求

め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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第１章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

第7章

PMI（Post Merger Integration）とはM&A後における統合のプロセスであり、M&Aの成否
を左右し得るともいえる。本稿では、典型的なものから近年特有のものまでさまざまな失敗例
を挙げていただきながら、PMI成功に向けた有効なアプローチを多角的に探っていただいた。
ぜひご一読いただければ幸いである。

PMI実行上の勘どころ
失敗例から学ぶ

減損リスクの回避と同義？
最近のPMIの傾向と変化
実務作業が完了しても問題が…

ありがちなPMIの失敗例と落とし穴
計画と実際のギャップはどこにあるか
PMIの実行・不実行で生じる課題
How toよりも「あるべき姿」を明確に
PMI全体を見通したアプローチと留意点
DD・買収直後・成長・退出
時期・ステージ別のアプローチと留意点
スタンドアロン・イシューにどう対応するか
案件種別・企業規模に応じた
アプローチと留意点
地政学リスクの増大を考慮する
クロスボーダー案件のアプローチと留意点

大胡　晋一 （EYトランザクション・アドバイザリー・サービス㈱　パートナー）

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2020年
３月27日

有価証券報告書の作成・
提出に際しての留意すべ
き事項及び有価証券報告
書レビューの実施につい
て（令和２年度）

金融庁

今回のレビュー（令和２年３月期以降）の重点テーマは「セグメント情報」およ
びＩＦＲＳ15号「顧客との契約から生じる収益」（主に指定国際会計基準を任
意適用する会社が対象）であること等が示されている。
https://www.fsa.go.jp/news/r1/sonota/20200327.html

―

2020年
３月31日

法律第８号
所得税法等の一部を改正
する法律　等

オープンイノベーションの促進に係る税制上の措置や連結納税制度の抜本的
な見直し等が行われている。あわせて、関係する政省令も公布されている。
https://www.mof.go.jp/about_mof/bills/201diet/st020131g.htm

―

2020年
３月31日

新型コロナウイルス感染
症の影響を踏まえた上場
制度上の対応に係る有価
証券上場規程等の一部改
正について

東京証券
取引所

新型コロナウイルス感染症の拡大と長期化懸念による企業活動への影響度合
いを踏まえ、上場会社および上場申請会社に対する現行の上場制度の適用に
つき、実態に応じた柔軟な取扱いを可能とするため、特例を新設するもの。コ
メント期限は４月14日まで。
https://www.jpx.co.jp/rules-participants/public-comment/detail/
d1/20200331.html

―

2020年
３月31日

監査・保証実務委員会報
告82号「財務報告に係る
内部統制の監査に関する
実務上の取扱い」の改正

JICPA 2019年12月に行われた内部統制基準・実施基準の改訂を踏まえたもの。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20200331cdj.html ―

2020年
３月31日

監査・保証実務委員会報
告83号「四半期レビュー
に関する実務指針」の改
正

JICPA 2019年９月に行われた四半期レビュー基準の改訂を踏まえたもの。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20200331cti.html ―

2020年
３月31日

監査・保証実務委員会実
務指針85号「監査報告書
の文例」の改正

JICPA 2019年９月に行われた監査基準および中間監査基準の改訂を踏まえたもの。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20200331xah.html ―

2020年
４月２日 株主総会運営に係るQ&A 経済産業省 

法務省

新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、株主総会の運営上想定され
る事項についての考え方をまとめたもの。
https://www.meti.go.jp/press/2020/04/20200402001/20200402001.
html

―

証
　
　
券

大
波
乱
と
な
っ
た
第
１
四
半
期
の
世
界

の
株
価

今
年
の
第
１
四
半
期
の
世
界
株
式
市

場
は
、
中
国
を
発
生
地
と
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
波

乱
に
見
舞
わ
れ
た
。
２
月
は
中
国
と

周
辺
の
国
々
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
た
感
染
は
、
３
月
に
入
る
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
へ
と
拡
散
し

た
。
２
月
の
段
階
で
は
、
米
国
株
価
は

史
上
最
高
値
更
新
を
記
録
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
３
月
末
の
状
況
を
み

る
と
、
感
染
者
数
は
ア
メ
リ
カ
が

ト
ッ
プ
、
次
い
で
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ

イ
ン
の
順
で
、
欧
米
諸
国
が
発
生
地

で
あ
る
中
国
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
欧
米
各
国
の
３
月
の
株
価
変
動

は
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
上
回
っ

た
と
の
見
方
も
あ
る
。

主
要
国
の
株
価
に
つ
い
て
、
今
年

初
め
の
高
値
と
３
月
に
つ
け
た
暴
落

株
価
と
を
比
較
す
る
と
、
欧
米
、
ア

ジ
ア
、
中
国
の
３
つ
の
地
域
の
差
が

明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。
欧
米
主
要
国

（
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
）
は
30
％
台
後
半
～
40
％

前
後
の
下
落
、
最
大
は
イ
タ
リ
ア
の

41
％
で
あ
る
。ア
ジ
ア（
日
本
、韓
国
、

台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
は
30
％
前

後
の
下
落
、
最
大
は
韓
国
の
36
％
で

あ
る
。
中
国
は
15
％
の
下
落
と
主
要

国
中
最
小
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
初

め
に
感
染
者
数
・
死
者
数
で
突
出
し

た
中
国
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
も
最
初
で

あ
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

ど
の
国
の
株
価
も
３
月
20
日
前
後

に
最
安
値
を
つ
け
、
そ
の
後
は
乱
高

下
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
株
価
水

準
は
回
復
、
上
昇
し
て
い
る
。
通
常

で
あ
れ
ば
、
株
価
底
打
ち
と
考
え
ら

れ
る
が
、
感
染
症
拡
大
に
関
す
る
今

後
の
展
開
が
現
時
点
で
は
不
透
明
な

た
め
、
現
時
点
で
は
楽
観
的
な
見
方

は
さ
れ
て
い
な
い
。

株
価
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
に

つ
い
て
は
、
１
―
３
月
の
数
字
が
こ

れ
か
ら
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
市
場
で
は
４
月
早
々
に
発
表
さ

れ
た
日
銀
短
観
が
大
幅
悪
化
と
な
っ

た
が
、
株
価
下
落
は
最
安
値
を
更
新

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今

後
に
つ
い
て
も
予
断
を
許
さ
な
い
情

勢
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。

世
界
各
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
中
国
を
先

頭
に
発
表
さ
れ
始
め
る
４
月
末
頃
に

株
価
が
ど
う
動
く
の
か
、
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。


